
ノヽメ2007年 (平 成 19年 )3月  5‐ 日 .(月 曜 日 ) (第二種郵便物認可 ) セ

■
●
珊
ｒ
一てマ
‐‐て一
老
一
一
一噸
‘
咽
斑
斐
一一
一≒
一一影
乳
ヨ
一董
葬
”
婁
ヨ
翼
貴
一ジ
⇒
十
遊
噸
一一課
ｔ
て
ヤ
≪
一　
　
．　
　
　
一，
・　
　
　
　
　
　
　
・　
二
（核
流
報
娠
ヽ
嶼
蒲
三
▽
疎
一　
・　
．．
一
．
一　
一●
一
‐一
・一協
漱
看
段
憬
一一
‐‐本体
瑯
副
本

一【【一中〔一一一一一一】一一【【一】【一【一一一一一一一一一一一一一̈
一』一一一一一一一一一一一一一一一一一一一】一一一〔一一一【一】一一一一一一一【中一一̈
一一一一一一一一一一一̈
一【一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一【一一一一一一一一̈
一中一【一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一【】一一一一一一一一̈
一一， 一一一一一一一一一【一一一一一一一一一一一一一一一一
， 一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一“一一一一】一一一一一一一一一一一一一一一一】一一一・・
・
・一
・

二
一一一一【一一
一】【】一̈
一一一一一一一】一一̈
一一一中一̈
一【一一一一一【一一一一̈一̈

″曇
露
雰
辟

に
関
か
る‐‐建
設‐‐材
料
を
長‐筆
が
６０
％
と
多
か
っ
た
が
ず
特
　
比
較
し
た
わ
け
だ
が
ず
自
が

一た
ｆ

一
一
一
一
　
・　
一
一
一

に
６‐‐
年
―
‐
か
ら
６７
年
に
か
け
で

．優
れ
で
卜
る‐
点
は
耐
久
性
に
一
一
た
だ
し
，
昨
今
の
よ
ヶ
に

ア
ス
フ
‐ァ
ル
ト

舗
装
一が
一急
一増

し
ず
以
降
は
舗

装
と
い
え
ば
ア

ス
フ
ア
ル
ト
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
ず
そ
う
い

う
状
況
の
中
で
ず
な
ぜ
今
、

フ
ウ
ル
ト
八
黒
Ｖ
に
す
る
か

と
い
う
議
論
が
か
つ
て
あ
っ

た
｝
互
い
の
長
訴
ど
短
訴
を

靭
孵
一．補‐‐‐施‐‐目‐‐燎

難
な
こ‐‐‐ど
な
，
こ
ケ
し
た‐‐短‐‐

・所
が
一マ
イ
ナ
ス
に
評
価
さ

・４
‐‐―‐‐―‐１ア
ス
フ
リ
‐フレ一
驚
僕
が

一一
般
化
す
る
一よ
う
に
一な
ら

は
い翻
額
纂
厳

再
許
一価
さ
れ‐‐一
か
な
ぃ
‐重要‐

視‐‐さ‐‐‐‐れ
て
ぃ
る
一
一
一
一
一．

″
』
げ
蒙
い
け
計
豪
”
わ
莉

跡
一″幅
説

年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
Ａ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
道
路
一試
験
な
ず
米‐

・国
イ‐
タ
ノ
ィ
州
ォ
タ
フ
‘
２

７
一
０
万
ハ
も
０
日
費
を
投‐

‐の業製
厭
懸
″筋
一

北
γ
④
増
働
‐‐‐車の
―‐大
‐型北
‐‐、

重
量
化
六
■

‥‐規
格
の
コ
ツ
タ

リ
一
‐‐‐‐卜‐舗
装
が
破
壊
さ
‐れ
（

補
修
も
困
難
γ

‐
と
い

‐―っ
ｔ

‐点

が
＝
輛
さ‐
れ
て
い
る
で
一
●
．

雛

¨

副
産
物
と
し
て
出
て
く
る
ア

・
石
油
精
製
は
蒸
留
し
、
一沸

点
ら
低
一
腐
分
か
ら
‐旧
番‐
に

取
り
出

‐し
て
製

品
化
す
る
ず
最

後
に
残
る
の
が

・ア
ス
フ
ア
ル
ト

だ
ず
一と
こ
ろ

が
，
最
‐近
そ
の

精
製
工
程
が
朋

ら
い
に
変
わ
っ
て

‐
き
一え
ず
蒸

留
だ
け
で
な
し
に
、
一・各
種
操

作
．を
す
る
こ
と
に
よ
一
て
ヽ

必
要
な
も
の
を
必
‐‐要
な
だ
け

創
り
出
す
技
術
が
開
発
さ
れ

た
ず
例
え
ば
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
熱
分
解
し
ｒ
再
び
石
油

に
戻
す
ケ
ミ
カ
ル
Ｊ
サ
イ
ク

ル
シ
ヌ
テ
ム

‐
も
瀾
発
さ
れ
て

い
る
。一
●
●
●
●
一
一
一　
一
・

ま
た
、
石
油
精
製
工
程
の

一局
度
化
事
業
と
し
て
ア
ス
フ

‐‐ァ
ル
■
は
重
湘
ｔ
‐と

‐も
ｔ
重

い
つ
一
中
中
時
一
¨
一
」
『

一
る
一
そ
う
す
る
と
最
も
単

価
の
低
か
つ
た
ア
ス
フ
ブ
ル

‐卜そ
わ
ざ
ゎ
ざ
‐―作
る
必
‐要
が

な
く
な
る
ず

●

●
●

一・●
●

一
そ
の―‐一

，
―の一
れ
が
最
‐近

の
ア
ス
フ
ァ
ル
■
価
格
の
上

‐昇
だ
ｒ

‐
原
舶
価
略
が
高
騰
ｔ

て
い
る
た
め
製
品
価
格
が
上

翡幌
灘
僻
ぶ

鏑
ド
な電
・絆
微昧

移
鮮
初締
艦
弊

呉
露
／
踊

一イブル一́
ｒ一，べ，，一ヽ

斃
謎
鍔
“隔
群

し
て
き
て
い
る
や
一●
●
●
●

Ｌ
恐鶉
袂

幾

肥

）
絡

男

‐イ‐‐×

ド
・●
一
・　
一
●

一
■
一

一
の
２
つ
に
分
け
て
計
算

し
て
ず
①
と
②
を
合
計
し

た

‐額
が
支
給
さ
れ
ま
す
「

年鎮̈
睦猪一舜錐密“

け一金．‐強ぃは″”̈
」

昨辟
鑢
鍛
脅

●
ま
た
ず
厚
生
年
金
に
加

凛一一嫌雄林】確“議は

一濾
語
残
り
″計

酢

髪

詢
一
屡

済
成
長
に
伴
い
道
路
舗
装
を

・急
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
Ｙ
②
自

一鰐

蝕
諄

伝
維
勇

一年
金
一・Ｑ
＆
Ａ

一
０
一
憚
書
４
金
は
い
く

ら
位
も
ら
え
ま
す
か
ず
一

一一
一
障
害‐―年
金
ら
金
楓

は
ず
障
害
に
な
つ
た
人
の

一加
入
期
間
が
２５
年
六
３
０

０
月
γ
に
満
た
な
い
人
の

場
合
に
は
２５
‐年
加
入
し
て

い
た
と
も
て
一計
算
し
ま

す
¨
計
算
の
方
法
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
ず
●
・

●
平
成
１５
年
３
月
以
前
の

期
間
と
４
月
以
降
の
期
間

に
分
け
て
計
算
し
ま
す
¨

●
①
八
平
成
“
年
３
月
以

一前
）
●
　
．　
●
一
一
・

⑬
一障
害
年
金
■
そ
の
，

山由優名誉教授

山
口
霊
霧
漱
０
講
演
要
旨

原
油
高
で
核
‘
使
用
に
疑
蘭


